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《研究背景》
カラスバト（Columba janthina）は天然記念物・準絶滅
危惧種に指定されており、伊豆諸島をはじめとする島嶼に
生息する鳥である。カラスバトは個体数が少なく、人前に
めったに姿を現さないため調査が困難である。このような
鳥の保全のためにはその生態を明らかにする必要がある。

《調査方法》
カラスバトにGPS発信機を取り付け、専用のアプリで定期的に位置情報・気温・

ODBA（活動係数）のデータを取得・整理した。

実際に使用したGPS発信機 →
製品名：FLEX Ⅱ3G Max
重さ：15.5g

また、GPS発信機を取り付けた
カラスバトは、共同研究の安藤博士が管理する個体を合わせて全14個体であり、
私達 都立国分寺高等学校生物部が情報を確認することができるのはそのうちの7
個体である。

カラスバトの島間移動
《仮説》
カラスバトは深夜に島間移動をしている。

《結果》
八丈島～八丈小島間を移動したオスの野生個体049Bの2022年7月と2023
年9月、青ヶ島～八丈島～三宅島間を移動したメスの野生個体021Cの
2023年8月と2024年4月の位置情報とODBAデータを取得・整理し、以下
のような画像と箱ひげ図を作成し、島間移動の際に見られる特徴等を
まとめた。

※ ODBA(活動係数)とはカラスバトが三次元的にどれだけ動いたかを合
計した数値。そのため飛んでいる間のODBAは大きくなる。また、グラ
フを縦軸がODBA、横軸が時刻を表している。

・049B(八丈島～八丈小島約7.5㎞)は日中も深夜も島間を移動していた。
・021C(青ヶ島～八丈島～三宅島 約70㎞～約112㎞)

は19：30～0：00に島間を移動していた。

《考察》
・カラスバトは、短距離の場合は時間帯に関係なく日中にも深夜にも
島間移動するが、長距離の場合は深夜間にのみ島間移動をする可能性
が高い。
これは天敵である昼行性のハヤブサ等の生物との遭遇を避け、安全に
長距離を渡るためなのだろうか？
・島間移動の際のカラスバトの飛行速度を60㎞/hとすると、

移動の所要時間は
八丈島～八丈小島間は7.5分、青ヶ島～八丈島間は70分、
八丈島～三宅島間は3時間となる。

このことを踏まえると、深夜間に長距離の移動を行うのは、気温の低
い時間帯に飛ぶことで体温の上昇を抑えることも関係しているのかも
しれない。
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《考察》
・カラスバトの日周行動の箱ひげ図が全体的におわん型をしていた理由とし
ては早朝と夕方に餌のある場所まで移動して採食して日中に休息しているの
ではないかと考えられる。
・2月に顕著におわん型がみられるのは餌が少なくなり、探し回る時間が長
くなるためODBAが大きくなるからだと考えられる。
・2月に外れ値が多いのは、夏は気温の変動が小さいのに対し、冬の気温は
日によってばらつきがあることから、気温などの季節的な変化が関係してい
る可能性もある。
・どちらの個体も、主に活動している時間と日の出から日の入までの時間が
一致しているため、カラスバトの行動は日の出、日の入と大きく関係してい
るかもしれない。

主に活動している時間
049B
7月 5:00~19:00
2月 6:00~18:00
0498
7月 5:00~19:00
2月 6:00~18:00

日の出から日の入までの時間
049B
7月 4:43~18:49
2月 6:24~17:24
0498
7月 4:51~18:42
2月 6:27~17:24

《今後の展望》
・カラスバトの繁殖活動と季節ごとの日周行動の変化との関係が不
明であるため、島間移動の目的とも併せて解明していきたい。
・夜のカラスバトの行動の詳細を解明していきたい。
・島間移動の時間帯が、長距離移動の場合は主に深夜だが、八丈島
と八丈小島間の移動の場合のみ日中にも移動しており、その理由が
不明であるため、天敵や気温との関連も視野に入れて解明していき
たい。
・カラスバトの島間移動の目的が明らかになっていないので今後調
査し、解明していきたい。

Ⅱ カラスバトの日周行動
《仮説》
カラスバトの夏季と冬季における日周行動には違いが見られる。

《結果》
八丈島～八丈小島間を移動したオスの野生個体049Bの2022年7月と
2023年2月、青ヶ島、大島を移動したメスの野生個体0498の2023年7
月と2024年2月の位置情報とODBAデータを取得・整理し、以下のよう
な画像と箱ひげ図を作成し、各月ごとの特徴等をまとめた。

・049Bの7月は19:00くらいまで活動量が緩やかに上昇している。
2月は6:00から12:00前までは全体的に活動が盛んだが12:00以降活動量が下が
り夕方に再び活動量が増えており、グラフがおわん型になっている。
・0498の7月は、日中に活発に活動しており、正午にかけて弓なりに数値が下
がっている。2月も同じく正午にかけて弓なりに数値が低下しているが、全体
的に数値が7月に比べ小さく、7:00~11:00や14:00~18:00に特に活動量が多く
なっている。
・どちらの個体も7月に比べ2月の方が外れ値が多い。
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